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   We evaluated the efficacy of terodiline hydrochloride (TD-758) in 23 patients with psychoso-
matic bladder, chronic prostatitis and chronic cystitis. The drug was administered at a dose 
of 24 mg once a day for 4 weeks. In 78% of the patients the symptoms such as urinary 
frequency and sense of residual urine improved. Only mild side effects such as thirst were 
noted. We concluded that terodiline hydrochloride was effective in this trial.
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主 訴 昼 間 頻 尿



















































































症 状 瑳 状 態
頻 尿 一 っ らくない
± 少 しっ らい(昼・夜)
十 つ らい













± 日常生活にやや支障 あ り尿 失 禁
+日 常生活に支障 あ り











































項 目 週 改善例/対象例(%)消失例/対象例(%)
考 察
頻 尿2 11/18(61) 6/18(33)
(昼)4 13/17(76) 10/17(59)
頻 尿2 12/19(63) 3/19(16)
(夜)4 11/17(65) 5/17(29)















対象大碧 擁 秘 変獣 瓢 樗製 、蕩、趾 な窃
全体 5 14 4 0 023 83
Table5.全般 改 善度
対 象 著明 著明 計"改 善"改善 改善 不変 悪化 悪化(例)以 上(%)
全 体 2164 1 023 78
神経性頻尿2103 1 016 75
慢性前立腺炎0 40 0 0 4 100
慢性膀胱炎0 21 0 0 3 67
Table6.安全 度
対象 論 なし 舗鶴 あり 中等度の 高度の 計 副作用発現率副作用あり 副作用あり(例)(%)
全体 22 1 0 0 23 4
Table7。全般 有 用 度
極めて 有用とは対象
有用 有用 思われない
好 ま しく 極め て好 ま 計 巳有用胃
ない しくない(例)以 上(%)
全体216 5 0 0 23 78
Table8,効果 発 現 時 期
対象 ～7 8～1415～2122～28(日)計(例)平 均(日)




































65%以上改善し,多 くの例で症状 の消失 を認め
た.
2,患者の印象,主 治医の判定でも改善率はそれぞれ
83%,78%であった.
3.副作用は軽度の口渇感が1例 でみられたのみで,
安全性も含め非常に有用であった.
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